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増大する論文数
Publish and Perishの時代 
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日本の書籍刊行点数の推移

日本出版百年史年表／出版データブック1945ー1996／出版年鑑2009より

0

22500

45000

67500

90000

1922 1928 1934 1940 1946 1952 1958 1964 1971 1977 1983 1989 1995 2001 2007

Publish and Perishの時代 



年間書籍売上総額

出版年鑑2009に基づく
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出版社数の推移 

白書出版産業2010に基づく
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Online化と学術コミュニケーションの狭域化

Science 18 July 2008: Vol. 321 no. 5887 p. 329 
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iPadアプリ「わくわく理学」



大学出版部として初めての電子事典『西洋古典学事典』



紙の書籍を補完する電子データとのリンク



図書館と出版部の共同が世界を拓く 

ありがとうございました


